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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
安
全
・
安
心

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生

か
ら
自
治
会
に
代
表
さ
れ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
果

た
す
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て

認
識
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災

で
は
、
人
々
の
助
け
合
い
や

支
え
合
い
が
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
避
難
所
へ

の
集
結
や
仮
設
住
宅
へ
の
入

居
が
集
落
を
意
識
し
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
避
難
所

に
行
け
な
い
人
た
ち
が
、
残

さ
れ
た
家
屋
に
隣
近
所
で
助

け
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
姿
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

は
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
現
状
は
、「
地
域

へ
の
帰
属
意
識
の
低
下
」、

「
価
値
観
の
多
様
化
」、「
地

域
対
話
の
希
薄
化
」、「
高
齢

化
、
少
子
化
」
な
ど
が
見
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
自
治
会

加
入
率
の
減
少
傾
向
な
ど
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
弱
体

化
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
最
も
重
要
な
課

題
は
、「
安
全
・
安
心
」だ
と

思
い
ま
す
。
突
発
的
に
発
生

す
る
大
規
模
災
害
時
の
対
応

は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
的
な
犯

罪
な
ど
に
対
し
て
も
、
強
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

実
現
は
、
大
人
も
子
ど
も
も

声
を
掛
け
合
い
あ
い
さ
つ

し
、
顔
と
名
前
を
お
互
い
に

覚
え
合
っ
て
い
く
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、

面
識
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
継
続
が

「
安
全
・
安
心
」
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
や
強

化
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

「
ま
ぁ
る
い
ま
ち　

み
の
か

も
」
づ
く
り
に
み
ん
な
で
参

画
し
ま
し
ょ
う
。

各地区で行われたみのかもクリーン作戦

渡 辺 直 由 市 長 コ ラ ム
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美濃加茂市名誉市民
記念写真

第１号の美濃加茂市名
誉市民として推挙され
たときの記念写真です。
昭和 35年市広報撮影。

ま
も
る
た
め
に

特 集 1　

皆
さ
ん
、
災
害
へ
の
備
え
は

万
全
で
す
か
。
想
像
を
超
え
た

災
害
に
直
面
し
た
と
き
、
冷
静

に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
。

　
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
災

害
へ
の
備
え
。
自
分
、愛
す
る
人
、

大
切
な
ま
ち
を
守
る
た
め
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た

ち
で
守
る
暮
ら
し
の
一
歩
を
。

　

問
い
合
わ
せ

　

防
災
安
全
課　

☎
内
線
２
７
２

■写真は、昭和 58 年の 9.28 災
害（集中豪雨）の様子です。
死者 1 人、負傷者 1 人、住宅
半壊 4戸、住宅床上浸水 1,565
戸、住宅床下浸水 107 戸など
の被害がありました。

●
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平
成
７
年
に
阪
神
淡
路
大
震
災
、
平
成
16
年

に
新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
19
年
に
新
潟
県
中

越
沖
地
震
が
発
生
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に

は
、
未
曽
有
の
大
震
災
と
い
わ
れ
る
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
震
災
は
、
死
者
・

行
方
不
明
者
約
１
万
９
千
人
、
住
宅
の
全
壊
約

12
万
戸
（
９
月
１
日
現
在
）
な
ど
の
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
東
海
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
地

震
の
発
生
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
大

地
震
は
、
約
１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年
の
周
期

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
繰

り
返
し
起
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
１
８
５
４

年
の
安
政
東
海
地
震
か
ら
現
在
ま
で
の
１
５
８

年
間
に
、
大
地
震
は
発
生
し
て
い
な
い
た
め
、

東
海
地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
が
連

動
し
、
同
時
に
発
生
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ

り
ま
す
。
現
在
、
国
で
は
、
太
平
洋
側
に
あ
る

南
海
ト
ラ
フ
（
海
溝
）
を
震
源
と
す
る
巨
大
地

震
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
美
濃
加
茂
市

の
想
定
震
度
は
、
６
弱
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
発

生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

地
震
へ
の
対
策
を
万
全
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 災

害
を
知
る

特集 1  まもるために

　

平
成
12
年
に
東
海
豪
雨
、
平
成
21
年
に
集
中

豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
平
成
22
年
７
月

15
日
に
は
、
岐
阜
県
南
部
を
中
心
に
局
地
的
な

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
可
児
市
や
八
百
津

町
で
は
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
る
な
ど
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
に
な
っ
て
九

州
地
方
や
京
都
な
ど
で
も
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
昨
年
９
月
に
台
風
15
号
に
伴
う
豪

雨
に
よ
り
、
加
茂
川
の
水
が
堤
防
を
越
え
、
床
上
・

床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
土
砂
崩
れ
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能

も
あ
り
ま
す
の
で
、
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

も
し
も
の
時
、
家
族
で
話
し
合
う
余
裕
を
作

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
家
族
全
員
で
災
害
が
起
こ
っ
た
時

に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
災
害
が
起
き
た
時
の
集
合
場
所
や
避
難
経

路
、
携
帯
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
の
連
絡
手
段
、

非
常
持
ち
出
し
品
の
担
当
な
ど
を
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
が
起
き
た
時
、
家
具
が
倒
れ
た
り
、

家
具
の
上
の
物
が
落
ち
た
り
す
る
な
ど
危
険
を

予
測
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
話
し
合
う
こ

と
で
、
未
然
に
危
険
を
防
ぎ
、
も
し
も
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
、も
し
も
に
備
え
る

　

災
害
が
起
き
た
時
、
美
濃
加
茂
市
の
ど
こ
に

避
難
所
が
設
置
さ
れ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。
左

記
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
「
第
一
次
避

難
所
」
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
大
規
模
な
災

害
の
時
や
、
第
一
次
避
難
所
に
危
険
が
せ
ま
っ

て
い
る
場
合
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
「
第
二
次

避
難
所
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
避
難
所
は
一
つ
で
は
な
く
、
数
カ
所

把
握
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
避
難
経
路
を
歩
い
て
み
る
と
、

危
険
な
場
所
を
把
握
で
き
ま
す
。
一
度
複
数
の

避
難
経
路
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
と
思
わ
れ
る

経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
に
備
え
、
今
で
き
る
こ
と
・
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
度
、
家
族
み
ん
な
で
集
ま
り
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
命
、
家
族
の
命
の
た
め
に
。

　太田地区
　　生涯学習センター
　　太田交流センター
　　プラザちゅうたい
　　西体育館
　古井地区
　　上古井交流センター
　　下古井交流センター
　　東図書館
　　総合福祉会館
　　文化会館
　山之上地区
　　山之上交流センター
　蜂屋地区
　　蜂屋交流センター
　　文化の森
　加茂野地区
　　加茂野交流センター
　伊深地区
　　伊深交流センター
　三和地区
　　三和交流センター
　下米田地区
　　下米田交流センター
　　牧野交流センター

市指定一次避難所

※必要に応じて、二次避難所と
して上記以外の避難所が設置さ
れます。詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください

写真：加茂川が氾濫した様子（平成 23年 9月 20日）

もしもに備える
非常持ち出し品

できれば一人に一
つ準備して、予備
の電池も忘れない
でください。LED
だと電球切れの心
配も少ないです。

非常持ち出し品は、万一の際、すぐに持ち出せるよう日ごろから点検・
準備しておくことが大切です。

　市からは以下の方法で、防災情報を伝えます

「すぐメールみのかも・エリアメール」
　すぐメールみのかもは、登録した人が緊急災害情報を受信できるほか、火災情報や防犯情報なども受信
できます。エリアメールは携帯電話会社が提供する緊急速報配信サービスで、災害時の緊急情報などを市
内にいる人の携帯電話へメール配信します。（機種によってはエリアメールが受信できない場合もあります）

「市ホームページ・ツイッター（Twitter）」
　インターネットを利用した情報配信です。市ホームページでは、トップページの緊急・防災情報で情報
を配信します。ツイッターでは、アカウント「minokamo_city」で緊急情報を発信しますので、利用して
いる人は、フォローすることで情報が得られます。

「FMらら（ラジオ）」・「CCNet（ケーブルテレビ）」　
　FMららは、周波数 76.8MHz で美濃加茂市などを放送エリアとして、普段は地域情報などを放送してい
ますが、災害発生時には緊急放送を行います。CCNet の美濃加茂チャンネル（12ch）では、普段は市政情
報などを放送していますが、災害発生時にはテロップなどで緊急放送を行います。

「防災行政無線」
　市内に 176 カ所ある防災行政無線で、防災情報を放送します。また全国瞬時警報システム（J-ALERT）に
より、地震や武力攻撃などについて国から送られてくる緊急情報についても、この防災行政無線で放送し
ます。

9 月 1日現在

小型で軽く、AM
と FMの両方を聞
けるものを準備し
てください。予備
の電池も準備して
ください。

カンパンや缶詰な
ど、火を通さずに
食べられるものを
準備してくださ
い。水はペットボ
トルが便利です。

懐 中 電 灯 携帯ラジオ 非常食・水

現金、通帳やクレ
ジットカードな
ど。また免許証や
健康保険証などの
コピーを準備して
ください。

キズ薬、解熱剤、
かぜ薬、胃腸薬、
目薬など。常備薬
があれば忘れずに
準備してくださ
い。

軍手、衣類、タオ
ル、笛、ライター、
ティッシュ、マス
ク、生理用品など。
必要に応じて準備
してください。

貴   重   品 救急医療品 そ   の   他

■
豪  

雨

■
地  
震

■
避
難
所

■
家
族
会
議

放送
　で

メール
　で

ネット
　で

ラジオ
テレビ
　で
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地
震
や
台
風
な
ど
広
域
的
に
発
生
す
る
大
き
な
災
害
で

は
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
り
、
連
絡
手
段
が
な
く
な
っ
た

り
し
て
、
消
防
署
や
消
防
団
が
救
助
に
行
け
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
６
千
人
を
超
え
る
人
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
が
、
要
救
助
者
３
万
５
千
人
の
う
ち
約

８
割
の
２
万
７
千
人
が
家
族
や
近
隣
者
に
よ
り
救
助
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
震
源
直
近
の
淡
路
島
の

北
淡
町
で
は
、
多
く
の
人
が
倒
壊
家
屋
の
下
に
生
き
埋
め

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
で
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人

の
救
助
を
自
発
的
に
行
い
、
約
３
０
０
人
も
の
人
を
救
出

し
ま
し
た
。
地
震
が
発
生
し
た
当
日
の
午
後
５
時
に
は
、

行
方
不
明
者
が
０
と
な
り
、
捜
索
救
助
活
動
が
終
わ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
災
害
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
か
ら
、
市
内
の
各
地
域
で
自

主
防
災
組
織
も
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
未
曽
有
の
大
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
地
域
で
守
る
共
助
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
ま
で
隔
年
で
実
施
し
て
い
た

防
災
訓
練
を
よ
り
効
果
的
に
す
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
毎
年
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

は
各
地
区
で
行
わ
れ
、
計
画
の
段

階
か
ら
各
地
区
で
話
し
合
い
、
そ

の
地
区
の
実
情
に
合
っ
た
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
全
市
民
の
連
帯
感

と
一
人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

訓
練
一
つ
で
明
暗
が
分
か
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
日
常
的
に
訓
練
を
実
施

し
て
い
た
地
域
や
人
と
の
つ
な
が

り
が
密
接
な
地
域
の
避
難
が
う
ま

く
い
っ
た
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

各
地
域
や
家
庭
で
「
防
災
」
に

つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■活動していてよかったことは？
渡辺　訓練を通し、近所の人たちがお互いを知る機会になるなどコミュニ
ティーの強化につながっていることは良いことだと思います。また、地域の防
災意識の向上につながっていると思います。
木村　ホースの重さやエンジンのかけ方などが分かり、みんなで協力すれば私
たちでも消火に役立てると思いました。また、この活動で初めて話す人もいる
ので、地域のつながりができることはよいことだと思います。
■これからの展望
渡辺　これからも精力的に活動を続け、他の自主防災組織への刺激や立ち上げ
のきっかけの一つとなってくれるとうれしいです。市の全自治会で自主防災組
織が機能すれば、まさかの災害を最小限の被害に抑えられると思います。
木村　これからもこの活動を継続して、地域の全員が防災に対する知識を身に
付けることで、南坂自治会全員で地域を守れるというようなコミュニティーを
つくれるといいと思います。

特集 1  まもるために

 IN
FO
RM
AT
IO
N 10

月
28
日
日
に
、

市
内
各
地
区
で
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

地域で、もしもに備える 大災害が起きると、一人で対処できないことが多くあります。
みんなで助け合い、お互いの体やまちを守るために共助について考えてみませんか。
自分たちで守る暮らしへ。

　

美
濃
加
茂
市
消
防
団
は
、
２
９
３
人
の
団
員
で
組
織
さ

れ
た
本
市
が
誇
る
団
体
の
一
つ
で
、
災
害
時
に
は
市
民
や

ま
ち
を
守
る
た
め
出
動
し
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
社
会

構
造
の
変
化
に
よ
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
市
外
に
勤
め
る

人
が
増
え
、
昼
間
時
に
お
け
る
消
防
団
の
出
動
人
員
が
十

分
に
確
保
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
消
防

に
関
す
る
豊
富
な
知
識
・
技
術
を
持
つ
消
防
団
員
の
経
験

者
や
退
職
消
防
職
員
の
人
が
集
ま
り
、
平
成
17
年
10
月
１

日
に
「
美
濃
加
茂
市
災
害
協
力
隊
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
協
力
隊
は
、
市
内
８
支
部
で
構
成
さ
れ
、
各
支
部

の
隊
員
を
概
ね
30
人
と
し
、
現
在
２
８
４
人
の
隊
員
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
初
期
消
火
、
負
傷
者
の

救
出
救
護
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る

協
力
・
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
平
時
に
は
各

支
部
で
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
な
ど
災
害
時
に

備
え
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」、
こ
れ
が

地
域
を
守
る
、
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。
災
害
協
力
隊

は
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
治
会
、
自
主
防

災
組
織
、
消
防
団
、
各
種
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
そ
し

て
地
域
を
中
心
と
し
た
防
災
活
動
の
活
発
化
、
自
主
防
災

力
向
上
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

■活動のきっかけは？
渡辺 ( 河合西 3号自警団 )　昭和 58 年の水害（9.28 災害）や地域であった火
災を目の当たりにしたことで、自主防災組織が必要だと思い、組織しています。
木村（南坂婦人消防隊）　軽可搬ポンプ一式の貸与があり、自治会で相談した
結果、地域全員でまちを守れるように、婦人消防隊の結成となりました。
■活動で大切にしていることは？
渡辺　多くの人に参加してもらえる訓練などを計画するようにしています。公
民館にあるもので行う炊き出し訓練など、訓練そのものを楽しんでもらうよう
にしています。そこで地域の新しいつながりもできてきます。気軽に参加でき
る訓練なので、外国の人の参加もあり、交流も生まれています。
木村　昼に働いている人が多いので、できるだけ負担にならないようにしてい
ます。また、23 年間この活動は続いていますので、これからも自治会の輪を
大事にして、継続していきたいと思います。

「自分たちの地域は自分たちで守る」地域が自ら立ち上がり結成した組織
　　　　　　　　　　　　　　　「川合西 3号自警団」「南坂婦人消防隊」の

　災害協力隊結成のきっかけは、阪神・淡路大震災でした。
あの大災害を目の当たりにして、消防団だけでは対応が難し
いのではないかと考え、消防団員、消防署員のＯＢらが集まり、
話し合いを経て、結成となりました。
　各支部で地域の実情に合わせた活動を行っており、救命講
習や災害図上訓練なども受け、専門知識を習得し、いざとい
う時に備えています。
　また、自主的な活動になりますので、全てボランティア活
動であり、運営費についても隊員が負担しています。隊員に
は負担となっていますが、それぞれの支部が地域のために立
ち上がり、自らの力だけで運営できていることを誇りに思っ
ています。
　これからも「自分たちのまちは自分たちで守る」という精
神を大事にして活動していきたいと考えています。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

▲南坂婦人消防隊

川合西 3 号自治会で結成。現在は、総員
33 人で防災訓練や救命訓練、毎月 2回の
防犯パトロールなどを行う。

（写真左から）髙
たか

井
い

真
ま

智
ち

子
こ

さん、髙
たか

井
い

洋
よう

さん、
髙
たか

井
い

明
あけ

美
み

さん、木
き

村
むら

順
じゅん

子
こ

さん（隊長）、
山
やま

田
だ

光
みつ

子
こ

さん
山之上町の南坂自治会で結成。現在は総員
7人で防災訓練や防災講習などを行う。

声

写
真
：
昨
年
各
地
区
で
行
わ
れ
た

防
災
訓
練
の
様
子

■
災
害
協
力
隊

■
共  

助

災害協力隊 隊長
 　福

ふく

田
た

　鎮
まもる

さん

「
元
消
防
Ｏ
Ｂ
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
が
活
動
す
る
こ
と
で
、
自
主

防
災
活
動
が
活
発
化
し
、
地
域

の
防
災
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
」

体に残る消防精神
まちを守るため、災害に立ち向かう男たち
災害協力隊の隊長に聞く

▲川合西 3号自警団 団長 渡
わた

辺
なべ

孝
たか

男
お

さん
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▲長崎市内を回りながらの平和学習▲市長と教育長にピースフォーラム参加を報告

　

67
年
前
の
今
日
、
こ
の
美
し
い
町
「
長
崎
」
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
。
平
和
祈
念
式
典
に
参
加
し
て
い

た
僕
は
こ
の
事
実
と
向
き
合
い
、
深
く
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
前
の

僕
な
ら
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
…
。

　

歴
史
の
授
業
で
戦
争
に
つ
い
て
学
び
、「
戦
争
は
も

う
二
度
と
し
て
は
い
け
な
い
」
そ
う
分
か
っ
た
つ
も

り
で
い
た
。「
原
爆
は
怖
い
、
恐
ろ
し
い
」
そ
う
知
っ

て
い
る
つ
も
り
で
い
た
。
だ
け
ど
違
う
、
そ
ん
な
中

途
半
端
な
理
解
に
は
、
何
の
意
味
も
な
い
。
心
か
ら

世
界
平
和
を
祈
り
、
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
平
和
学
習
を
通
し
て
、
そ
の

こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
僕
た
ち
若

い
世
代
が
今
後
や
る
べ
き
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
被
爆
さ
れ
た
方
々
の
年
齢
が
上
が
っ
て
い
く

に
つ
れ
て
、
語
り
部
の
方
々
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
中
で
大
人
に
な
っ
て
い
く
僕
た
ち
は
、

次
の
世
代
に
戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
実

際
に
体
験
し
て
い
な
く
て
も
心
か
ら
世
界
平
和
を
祈

る
気
持
ち
を
訴
え
れ
ば
、
き
っ
と
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

　

将
来
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
周

り
の
人
に
今
回
の
体
験
を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く
の

人
が
心
か
ら
平
和
を
祈
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
し
て
い

こ
う
と
思
う
。

　

僕
は
、
核
兵
器
を
二
度
と
使
用
し
て
は
い
け
な
い

と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。
原
爆
資
料
館
で
全
身

熱
傷
の
少
女
の
写
真
や
溶
け
た
ガ
ラ
ス
を
見
て
、
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。
ま

た
、原
爆
は
一
度
に
大
勢
の
命
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、

原
爆
投
下
か
ら
60
年
以
上
た
っ
た
現
在
で
も
放
射
線

被
爆
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

平
和
学
習
で
は
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
中
学
生
と

核
兵
器
の
廃
絶
を
テ
ー
マ
に
討
論
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
原
爆
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
こ

と
は
、
原
爆
の
苦
し
み
を
経
験
し
た
長
崎
、
広
島
そ

し
て
日
本
に
住
ん
で
い
る
人
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
き
た
語
り
部
の
方
々

は
高
齢
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
語
り
部
の
方
の
話
を

友
達
や
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、僕
た
ち
、

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
参
加
し
た
者
の
使
命
で
す
。

美
濃
加
茂
市
の
中
学
生
が
集
ま
っ
て
、
語
り
部
の
人

か
ら
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て
も
ら
い
、
核
兵
器

廃
絶
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
る
機
会
が
で
き
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
国
各
地
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
、
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、

世
界
の
国
々
か
ら
核
兵
器
が
根
絶
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　

原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
長
崎
市
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
に

伝
え
る
た
め
に
平
成
５
年
か
ら
毎
年
開
催
し
、今
年
で
20
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

８
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
被
爆
体
験
者
の
講
話
や
、
爆
心
地
付
近
の

被
爆
建
造
物
見
学
、
９
日
の
平
和
祈
念
式
典
に
参
列
す
る
な
ど
し
て
、
原
爆

に
よ
る
被
害
の
実
態
を
自
分
た
ち
の
目
で
見
て
肌
で
感
じ
、
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
や
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

市
は
、
平
成
元
年
に
平
和
都
市
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
和
事
業

の
一
環
と
し
て
、
中
学
生
を
被
爆
地（
長

崎
市
）に
派
遣
す
る
事
業
を
平
成
16
年
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
派
遣
に
つ
い
て
中
学
校
か

ら
参
加
者
を
募
集
し
た
結
果
、
伊
藤
隆

太
朗
さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
）
と
、
髙

木
啓
汰
さ
ん
（
東
中
学
校
３
年
）
の
青

少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
派
遣
が

決
定
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
３
３
０

人
の
青
少
年
と
交
流
を
深
め
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

中
学
生
２
人
を
派
遣

心
か
ら
平
和
を
祈
っ
て

青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

次
世
代
へ

つ
な
ぐ

平
和
へ
の
思
い

特集
２

伊藤   隆太朗
西中学校３年

Ito Ryutaro

Report  01

髙木   啓汰
東中学校３年

Takagi Keita

Report  02

上空を指す右手は原爆の脅威、水平
に伸びた左手は世界の平和、軽く閉
じられたまぶたは原爆犠牲者の冥福
を祈っているといわれています。

■平和祈念像

33年の年月をかけて築かれた東洋一のロマネスク
様式（中世西ヨーロッパの建築様式）の大聖堂。
昭和 20 年 8 月 9 日午前 11 時 2 分、長崎に投下さ
れた原爆により一瞬にして崩壊。
　　　　　　　　　再建された天主堂からは、原爆
　　　　　　　　　の爆風に耐えたアンジェラスの
　　　　　　　　　鐘が 1日 3回響き渡ります。

■浦上天主堂

青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

　問い合わせ
　地域振興課地域政策係
　☎内線 248

●

私たちすべての市民は、全人類共通の願いである核兵器廃絶が一日も早く実現
され、戦争のない恒久平和が達成されることを心から希求する。
　この願いを込めて、世界のすべての人々との交流をすすめ、相互理解を深め、
世界の平和を訴えるものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成元年３月25日制定）

【 平和都市宣言】

原爆殉難者の冥福を祈ろうと、昭和
52年に設置されました。
広島・長崎への原爆投下の日や、終
戦記念日に市の防災行政無線で流し
ている鐘の音は、この「長崎の鐘」
の音です。

■長崎の鐘




